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内容

• 脳卒中・心臓病等総合支援センターから循環器病総合支援センターへの流れ

• 患者相談 相談窓口 相談実績と就労支援相談開始

• 患者啓発と公開講座

• 患者向け資材 脳卒中連携ノートの改訂・配布（予定）とハートノート

• 医療従事者に対する講習、勉強会 就労支援、PSLS、

• 医療連携 PSC（一次脳卒中センター）・PSCコア施設会議

• SCPAを通じた各職種調査について 特に退院時服薬指導

• まとめと課題



・ 脳卒中・心臓病等の情報提供と啓発
・ 地域の医療機関の情報提供
・ セカンドオピニオンの提示が可能な医師の紹介
・ 脳卒中・心臓病等の療養上の相談や介護相談
・ 就労・就学支援
・ 妊娠・出産の相談
・ 遺伝相談
・ 移行期医療における移行支援
・ 患者会の支援
・ 人生会議(Advance Care Planning;ACP）の支援

脳卒中・心臓病等総合支援センター（R4～）のイメージ

脳卒中・心臓病等患者と家族に対して 地域の医療機関・介護福祉施設等に対して

・ 医療機関等情報支援システム(G-MIS)の整備
地域の医療機関の医療機能と役割分担の明確化
地域の医療機関の空床状況の情報共有と病床確保推進
適切な医療機関への迅速な救急搬送の推進
病状に応じた円滑な転院支援
医療機関間横断的な一貫した治療や疾病管理の推進

・ 研修会や事例検討会の開催主催

地域社会に対して

脳卒中・心臓病等患者の予後とQOLの改善、健康寿命の延伸

・ 市民公開講座等による脳卒中・心臓病等の予防・治療・管理に関する情報発信と啓発
・ 地域全体での脳卒中・心臓病等患者に対する医療・介護福祉提供体制の質の向上
・ 他地域やより広域での医療・介護福祉提供体制の質の向上

脳卒中・心臓病
総合支援センター



脳卒中・心臓病等総合支援センター採択状況

令和７年度採択１０県



脳卒中・心臓病等総合支援センター事業
から循環器病総合支援センター事業へ



令和6年度

令和7年度



役職

１ 院長

2 副院長

3 脳血管センター部長（実務統括者）

4 循環器センター部長

5 心臓血管外科部長

6 救命救急部長

7 リハビリテーション科部長

8 MCセンター長

9 循環器科医師

10 看護部長

11 副看護部長

12 病棟師長（脳血管）

13 病棟師長(心臓病）

14 地域医療連携室師長

15 地域医療連携室副師長

16 栄養管理室長

17 副薬剤部長

18 理学療法士長

19 医療社会事業専門員（心臓）

20 医療社会事業専門員（脳）

21 事務部長

22 経営企画室長

23 庶務班長

24

院外

聖マリア病院

25 福岡療友会（患者会）

26 在宅医療

福岡県循環器病総合支援センター



脳卒中 96件
院外 20件

心臓病 ２３２件
院外 18件

年間相談件数 ３２８件
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患者相談対応実績 R６年度
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脳卒中 118件
院外 14件

心臓病 171件
院外 31件

年間相談件数 ２８９件

患者相談対応実績 R７年度



Ｒ６年度 福岡県循環器病総合支援センター 相談実績

１．相談件数（院内/院外）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 計

院内 2 1 5 12 2 14 4 17 10 9 12 26 6 33 3 18 18 26 5 22 4 14 5 22 76 214 290

院外 3 1 2 1 1 2 4 3 1 0 1 1 0 2 4 5 1 0 1 0 2 3 0 0 20 18 38

計 5 2 7 13 3 16 8 20 11 9 13 27 6 35 7 23 19 26 6 22 6 17 5 22 96 232 328

合計 7 20 19 28 20 40 41 30 45 28 23 27 328

累計 7 27 46 74 94 134 175 205 250 278 301 328

２．相談対応者

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 脳 心 計

医師 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 3 4

看護師 3 0 5 12 2 15 5 19 10 9 12 23 5 30 5 21 15 25 5 21 5 14 3 21 75 210 285

リハビリスタッフ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

管理栄養士 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

薬剤師 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

MSW 2 1 2 1 1 1 3 1 1 0 0 3 1 4 0 2 4 1 0 1 1 2 2 1 17 18 35

計 5 2 7 13 3 16 8 20 11 9 13 27 6 35 7 23 19 26 6 22 6 17 5 22 96 232 328

合計 7 20 19 28 20 40 41 30 45 28 23 27 328

８５％以上が看護師対応



連携

連携

福岡県地域両立支援
推進チーム

病院職員（両立支援コー

ディネーター）が対応
相談

両立支援促進員が対応
相談
個別調整支援

がん就労支援事業

令和7年9月現在

両立支援にかかる産業保健支援センターと
医療機関との連携関係について
 (出張相談窓口の設置)

連携
福岡労働局

産業医科大学病院 両立支援科

令和2年4月開設【月2回】出張相談窓口

九州労災病院 

両立支援センター

平成29年4月開設【週5回】

門司メディカルセンター

平成29年7月開設【週5回】

相談窓口

麻生飯塚病院

令和2年1月開設【月1回】
出張相談窓口

九州大学病院

平成31年4月開設【月3回】
出張相談窓口

久留米大学病院

平成30年7月開設【月2回】
出張相談窓口

福岡大学病院

平成30年6月開設【月3回】出張相談窓口

相談窓口

その他 拠点病院

聖マリアヘルスケアセンター

令和3年10月開設【月2回】出張相談窓口
促進員を派遣

福岡産業保健総合支援センター

月1回
事例勉強会

症例カンファレンス

出張相談窓口

九州医療センター
令和７年７月開設【月2回】

福岡産業保健総合
支援センター

相談機能の充実



令和7年７月より

社会保険労務士による

相談開始

（２回/月）



貴賓館ライトアップ事業
ハートの日

R６年８月１０日
R７年８月１０日

世界脳卒中デー
R６年10月29日
R７年10月29日

脈の日
R7年3月9日

R8年3月9日予)





ハートノート活用し、心不全再入院を予防

初回入院時に多職種でチーム医療介入

心不全の病態などを患者家族が理解できる
ように教育（患者参加型診療）

自分の心臓を理解し、うまく付き合い、
セルフコントロール

心不全ポイントで予定外受診リスクの
共通認識として使用

心不全療養指導士の活躍
（日本循環器学会・日本心不全学会認定）

中根英策ほか：大阪心不全地域医療連携の会」

（Osaka Stops Heart Failure（OSHEF）資料

患者向け資材の情報提供と地域連携 R6年度





脳卒中ピアサポートの会

＜日 時＞ ２０２４年１０月１１日（金）１４:００～１６:３０
＜場 所＞ 国立病院機構九州医療センター会議室

福岡市中央区地行浜1-8-1
＜対 象 者＞ 脳卒中を経験された方とそのご家族
＜形 式＞ 会 場
＜参 加 費＞  無 料

令和６年度 福岡県循環器病総合支援センター

脳卒中発症後のリハビリを続けて
復帰へ！ 語り合いましょう

令和6年10月11日



令和6年9月27日



2024/9/27



心臓病患者の就労支援に関する
ワークショップ

令和7年度 福岡県循環器病総合支援センター

【プログラム】
司会 NHO九州医療センター 循環器センター部長 井上 修二朗

開会の挨拶 福岡県保健医療介護部健康増進課 課長 町田 由紀子

１．基調講演(30分) 産業医科大学 不整脈先端治療学 教授 荻ノ沢 泰司

２．産保センターの両立支援に関わる活動紹介（15分）

福岡産業保健総合支援センター 市川 冨美子

３．事例検討ワークショップ（120分：休憩を含む）

＊ 心臓病患者の事例を基にグループワークを行う予定です。

ファシリテーター 荻原中央病院 顧問

産業医科大学 元学長 尾辻 豊

４．総括 NHO九州医療センター 循環器病総合支援センター 杉森 宏

福岡県中小企業振興センター ４階 ４０１号室

令和7年9月26日



令和7年8月8日



福岡県循環器病総合支援センター 心不全在宅ケアスタッフ研修会
福岡県地域包括ケアシステムとの協同のための研修会 合同開催

心不全増悪に日頃の体重管理で気付ける！
〜早期介入のために訪問診療において必要なコト〜

1．開会の挨拶 （5分）九州医療センター 病院長 岩﨑 浩己

2．特別講演 （40分）

座長 九州医療センター循環器内科  井上 修二朗
演者 医療法人竹谷クリニック理事長

大阪心不全地域医療連携の会代表幹事 竹谷 哲 先生

「心不全診療における「患者さんを支える多角的アプローチとは」

〜大阪心不全地域医療連携の会の取り組みについて〜

3．パネルディスカッション（20分）

ファシリテーター 九州医療センター 循環器内科  高橋 甚彌

症例提示 九州医療センター 循環器病棟看護師 近藤 咲希

ディスカッサント 九州医療センター医療ソーシャルワーカー 二宮 隆史

久留米大学病院 循環器病棟看護師 中島 菜穂子

メディケア訪看リハビリステーション福岡博多 清野 辰哉

九州医療センター 循環器内科 目野 恭平

4．閉会の挨拶（5分） 福岡県保健医療介護部 健康増進課 参事   畑農 文

令和7年12月9日



令和8年1月23日



13:00～13:10 

１．開会のあいさつ    

 国立病院機構 九州医療センター 副院長   中島 寅彦 

 

13：10～14：20 

２．講演  司会 九州医療センター 臨床研究推進部長・脳血管センター部長  杉森 宏 

 ①当院の救急診療体制と脳卒中について    ＜10分＞ 

    九州医療センター 救命救急センター長  野田 英一郎 

 ②当院の診療体制と脳梗塞初期診療について  ＜30分＞ 

    九州医療センター 脳血管・神経内科  芝原 友也 

 ③脳血管障害に対する外科的治療について   ＜30分＞ 

 九州医療センター 脳神経外科医長 西村 中 

14:20～14:35 ＜休憩＞ 

   

14:35～15:05 

３．PSLS 脳卒中の見方  

 九州大学病院 救命救急センター  生野 雄二 

 

15:10～15:50 

４．PSLS 実演と実習（ACT-FAST, CPSS, 主幹動脈閉塞スケールなど）  

 九州大学病院 救命救急センター  生野 雄二、賣豆紀智美 

      九州医療センター脳血管・神経内科               芝原 友也 

15:50～16:00 

５．総括と閉会のあいさつ   

 （公社）日本脳卒中協会福岡県副支部長 

福岡県循環器病総合支援センター実務統括  杉森 宏 

13:00～13:10 

１．開会のあいさつ    

 国立病院機構 九州医療センター 病院長   岩﨑 浩己 

 

13：10～14：20 

２．講演  司会 九州医療センター 臨床研究推進部長・脳血管センター部長  杉森 宏 

 ①当院の診療体制と脳梗塞初期診療について  ＜30分＞ 

    九州医療センター 脳血管・神経内科 森 興太 

 ②血栓回収療法の適応となる脳主幹動脈閉塞患者のみかたと脳血管内治療  

   最近の話題 ＜20分＞ 

   九州医療センター 脳血管内治療科科長 徳永 聡 

 ③脳血管障害に対する脳神経外科手術について ＜20分＞ 

 九州医療センター 脳神経外科医長 西村 中 

14:20～14:35 ＜休憩＞ 

   

14:35～15:05 

３．PSLS 脳卒中の見方  

 九州大学病院 救命救急センター  生野 雄二 

 

15:10～15:50 

４．PSLS 実演と実習（ACT-FAST, CPSS, 主幹動脈閉塞スケールなど）  

 九州大学病院 救命救急センター  生野 雄二、賣豆紀智美 

      九州医療センター脳血管・神経内科               森 興太 

15:50～16:00 

５．総括と閉会のあいさつ   

 （公社）日本脳卒中協会福岡県支部長 

福岡県循環器病総合支援センター実務統括  岡田 靖 

救急隊員対象の講習 脳卒中病院前救護（PSLS)

第17回 令和6年11月15日（49名） 第18回 令和7年11月14日（79名）



PSLS 2025  11/14/2025



多施設・職種連携



脳卒中学会による脳卒中急性期治療ピラミッド

米国で構築された脳卒中センターの類型をもとに、学会主導で体制整備中で
PSCコア施設まで指定済み。

脳卒中急性期応需病院
（ASRH)

1次脳卒中センター（PSC)

血栓回収
脳卒中センター

（TSC)

医学界新聞3353号, 2020.

包括的脳卒中センター
（CSC)

脳卒中ケアユニット（SCU)、集中治療室
（ICU）を有し、脳梗塞、脳出血、くも膜
下出血の予後を改善させることが24時間
365日可能。

脳梗塞に対する機械的血栓回収療法が
24時間365日可能。

脳梗塞に対するrt-PA静注療法が
24時間365日可能。

脳卒中の診断と初期対応を
実施し、適切な専門医療施
設への転院要否を判断する。

PSCコア施設

R7年度は
この段階



福岡県一次脳卒中センター（PSC）会議
議長 九州大学大学院医学研究院病態機能内科学教授 北園孝成先生・吾郷哲朗先生

プログラム 

１ 開会の辞  

九州大学大学院医学研究院病態機能内科学 教授 

福岡県脳卒中・循環器病対策推進協議会 副会長  吾郷 哲朗 先生 

２ 日本脳卒中学会認定脳卒中コア施設の在り方と展望（仮） 

自治医科大学 脳神経内科 教授 

日本脳卒中学会理事長      藤本 茂 先生 

３ 脳卒中相談窓口連携会議のご報告 

国立病院機構九州医療センター  

脳血管センター 部長 / 脳血管・神経内科 科長  杉森 宏 先生 

４ 日本脳卒中医療ケア従事者連合(SPCA-Japan)福岡県支部の活動 

• 今年度の薬剤指導調査へのご協力のお願い 

同上       杉森 宏 先生 

５ 福岡県循環器総合支援センター事業 

• 県健康増進課・産保センター合同脳卒中両立支援事例検討会  

同上       杉森 宏 先生 

６ 各 PSC 施設の現況（アンケート調査の結果など）・意見交換など 

 

７ 抗アミロイドβ抗体薬投与下の超急性期脳梗塞治療事例報告 

同上       杉森 宏 先生 

８ 閉会の辞 

久留米大学医学部脳神経外科 教授 

福岡県脳卒中・循環器病対策推進協議会 委員  森岡 基浩 先生 

プログラム 

１ 開会の辞  

   九州大学大学院医学研究院病態機能内科学 教授 

   福岡県脳卒中・循環器病対策推進協議会 副会長  北園孝成 先生 

２ 日本脳卒中医療ケア従事者連合(SPCA-Japan)福岡県支部の立ち上げについて 

   国立病院機構九州医療センター 副院長 

   福岡県脳卒中・循環器病対策推進協議会 委員 岡田 靖 先生 

３ 治療と仕事の両立支援の 7 府県協力状況について 

   国立病院機構九州医療センター 副院長 

   福岡県脳卒中・循環器病対策推進協議会 委員 岡田 靖 先生 

４ 福岡県循環器総合支援センター事業 

 1) 県健康増進課・産保センター合同脳卒中両立支援事例検討会 

国立病院機構九州医療センター 副院長 

   福岡県脳卒中・循環器病対策推進協議会 委員 岡田 靖 先生 

 2) 脳卒中サロンの立ち上げについて   

   国立病院機構九州医療センター  

脳血管センター 部長 / 脳血管・神経内科 科長 杉森 宏 先生 

 3) 救命救急士に対する脳卒中前救護(PSLS)講習について 

        国立病院機構九州医療センター  

脳血管センター 部長 / 脳血管・神経内科 科長 杉森 宏 先生 

５ 各 PSC 施設の現況（アンケート調査の結果など）・意見交換など 

６ 閉会の辞 

 久留米大学医学部脳神経外科 教授 

 福岡県脳卒中・循環器病対策推進協議会 委員  森岡基浩 先生 

令和6年8月 令和7年7月



働き方改革による脳卒中診療体制の変化について １

１）地域での輪番制の構築 あり：0施設 なし：14施設・・・

２）PSCの要件 維持している：14施設
維持できなくなった：0施設

・・・

2023年度→2024年度 新規にPSCに認定 2施設
2023年度→2024年度 PSC施設でなくなった 2施設

３）PSCコアの要件 維持している：5施設
維持できなくなった：1施設

・・・

2023年度のPSCコア6施設より回答
（福岡県内PSC コア施設 15施設）

・血管内治療の症例数が12例未満に減少

令和6年度PSC会議

４）そのほかの診療体制の変化

1. 日勤帯の医師数が減り、一人当たりの業務量が増加し救急対応が難しくなってきている。

2. 脳神経外科と内科(脳神経内科など)で一緒に脳卒中の当直・on callを担当するようにした。

3. 単独主治医制から複数主治医制やチーム制に変更し、時間外は当直・on callが完全に対応



SCPA-J



R6（2024）年3月
SCPA-J福岡県支部を開設



PSC会議



「回復期以降の循環器病に対する多職種連携による患者支援体制の充実・普及に資する研究

（２３ＦＡ１８０１）」（23宮本班）

脳卒中SWGによる調査（薬剤師による退院時指導に関する調査）

薬剤退院時指導2025



みやぎ医療福祉情報ネットワークの紹介



まとめと今後の課題
• 厚労省のモデル事業に始まり、県の事業へとスムーズに移行できた。

• 患者相談の幅を就労等まで広げ充実させてきた。対応者として看護師が圧倒的に
多い。

• 患者向け資材の作成配布や市民講座など啓発を行った。

• 医療従事者に対する講習、勉強会を行った。

• 多施設あるいは多職種での連携の枠組みをPSC会議やSCPA‐Jを通じて模索した。

医師には十分な情報を得るために話を聞く時間がない

施設内外、職種を問わず連携のための情報共有プラットフォームが不足

エビデンスレベルの高い情報発信が不十分
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